院内助産システム

　「あなたらしいお産・楽しい育児」・「安心・安全なお産」を応援します。

妊産婦さん自身が自分の身体と心に関心を持ち、主体的に出産に臨めるように、妊娠中からのきめ細かな支援をすることが助産師の役割といえます。
当院では、助産師が助産師外来、母親学級、両親学級、乳房外来で、妊婦さんやご家族と深く関わりをもち指導や相談を行っています。

　「院内助産システム」では、医師、助産師、看護師が各々の職種としての役割を発揮しながらお互いに協働し、妊娠・出産・育児に至る女性のライフサイクルを支援していくことになります。正常に経過する妊産婦さんに助産師が妊娠中から継続的に関わり、分娩時も助産師が主で関わることにより、助産師としての専門性を発揮することが出来ます。また、医師と助産師が協働で妊産婦と関わることにより、異常の早期発見や早期の介入が可能となります。医師はハイリスクな妊産婦に関わる時間をよりとりやすくなるという面もあります。

　当院の「院内助産システム」について以下に記します。

院内助産システムについて

1． 病院施設内で助産師が主となり、外来妊産婦健診やお産の介助を行うシステムです。医療設備の整った病院内で行う為安全で安心です。

2． 助産師外来では医師と助産師が協働して、妊婦健診を行っていきます。医学的にポイントとなる週数には医師が診察を行い、更に助産師が保健指導を行います。妊産婦さんがより健康的に、楽しいマタニティーライフを過ごし、感動的な出産が体験できるように、助産師が些細な相談もおうけします。
3． 助産師外来を受診し正常に分娩が経過している産婦さんの管理・分娩介助は助産師が行います。

4． 産後の授乳・育児指導は助産師・看護師が行い退院後はおっぱい相談でフォローしていきます。

